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春季「クリーンアシプかまくら2024」 の日程等が下記のとおりヽ決まりました。
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にしようという多くの気持ちを表現することの出来る大切な機会であり、参加者の力できれいな
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ykiyo
四角形

ykiyo
タイプライタ
自治会トップへ戻る
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四角形

ykiyo
タイプライタ
回覧トップへ戻る

http://tamanawadai.sakura.ne.jp/index.html
http://tamanawadai.sakura.ne.jp/kairan/kairan.html
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辣濶瞼辣鸞咸凩膠塀
第11号

令和 6年 3月 13日

もうすぐ新しい春がやってきます。
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 校 長 佐 藤 元 治

穏やかな春の日差しがきらきらと輝く季節になつてきました。日本では旧暦 3月 を『弥生 (や よ

い)』 と呼びますが、弥生 (や よい)と いう言葉の由来は、「草木がいよいよ生い茂る月」という

意味の「木草 (き くさ)弥 (い)や生 (お)ひ茂る月 (づ き)」 が詰まつて「やよい」になつたよ

うです。

桜が咲き誇つた春から季節は巡り、夏の太陽、秋の実 り、冷たい風に耐えた冬、そして暖かく

万物が成長する新たな春がもうす ぐそこまで来ています。

みなさんは養護学校から支援学校へと名前が変わつて、新たなステージが始まつたここ鎌倉支

援学校で、春・夏 口秋・冬と過ごしてきましたね。「うれしかつたり」、「かなしかつたり」、

「たのしかつたり」、「くやしかつたり」いろいろなことがあつたと思います。そんな気持ちを

たくさん経験 しながら色々なことを学んできましたね。一生懸命がんばつたことやコツコツと毎

日続けてきたことは、みなさんひとりひとりの力になり、これからの自信につながつていくはず

です。

高等部 3年生はいよいよ卒業です。3年生の皆さんは学校生活のゴールと社会人としてのスター

トラインがもうす ぐそこにあります。これまでの 18年間よりこの先の人生の方が長く、今までよ

りもつと多くの人たちと関わ りながら生きていくことになります。自分を大切に、まわ りの人たち

も大切にこれからも成長していつてください。

小学部 6年生、中学部 3年生も卒業です。4月 からは新しい学部でたくさんの先輩や友だちと学

校生活を楽 しめるよう準備 しておきましようね。

保護者の皆様、地域の皆様、学校を取り巻 くたくさんの皆様から、児童生徒のため、学校のため

に多大なご支援とご協力をいただきました。皆様からの励ましやお力添えをひとりひとりの育ちに

つなげられるよう、基本を大切に進めてまいります。これまでに引き続きこれからも鎌倉支援学校

を見守つて くださいますよう、よろしくお願いいた します。

鰈 綺
慶
憮 鰹鸞饗勒 彪 鑢 警膊饗鶉

撥仄勒 綺
蓼
鑢曹晰鐵隆
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地ゝ宙寺花のm(m設勤胚》
今年度は、本校の児童生徒と一緒に、遠足や修学旅行へ行く機会がぐんと増えました。普段なか

なか会えない仲間や先生に会うことができ、それぞれに実りある時間を過ごしました。また、三人

の新しい仲間を迎えました。

鉤鯰ジ・ぐ箕慾・‐俳》得  鶴働聯箭叡慾鬱鸞鮨

太陽がサンサンでした

夜尚鉤闘
今年度は、小学部 2名、中学部 2名の児童生徒が在宅訪間で学校生活を過ごしました (*^―

∧
→

5月 8日 より新型コロすウイルス感染症が 5類感染症に移行して、活気を取り戻し始めた鎌倉支援学校 !

在宅訪間の児童生徒も、それぞれのペースで所属学年の反だちと繋がり、学校生活に取り組みました ♪

真つ赤な

イチゴt

た.く さん

とりました

癬雛眸徽麟

音と―光に

うっとり

素敵なお主産買いました
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玉 縄 交 番 だ より 令 和 6年 4月 号

t ミ 避    藤   響 饉 ぃ 、 T=げ 燿

―

m酬 盛   銚   醸   ヾ 朴  頷 鯰 曖 膊
舜

 ∝:

1絣 萌       鰤鋏 郎顆蒻⑧
さ  ご存知の方もいらつしゃるかと思いますが、かつて鎌倉市玉縄地 鮨聯饒ゆみ躙 レミミ……″… … … …… … ……

欲 贔躙 骰|_ 堅グ鐸Iぃ
i がありましたI ヽ

 ヽ 現在は城址として残され、熊黄寺の境内の|ある
=1縄

歴1真館に1盪  ヒ:襄晰鍼褪 孟:

l⑮Ⅷ 鵬 鑽 亦 蛛 m誡 肛 顆釧 |

|1御   亀話叩ン、訪里Чた園瘍魃颯浙魃妙扮輪:ヾ ヅ舅下鰈輻 |:i

慢」    襦あ
:全「 ∫蝙ぽ也魏贔隕蒻鰈塚蜃鼈鰺鰺凸軋眩譲:な な儡呼轟眩彎は?撻 |

:‡

~亀
墓轟轟≧、 懇 蜀y   徊炒躙辣孟:躙 冬憑嗽鰈暉枚ξミ

ミ曇1躍馨緩華1    ■檄瘍 欲鶉薦錮鰤靱み祠タミ免賓瞼財に心尚〕:
濾1騨辟1鍾   躙 眩濶 拶ド鐵饉鰤贖飩文碗蒻麟ぃよ贖文磯鐵炒胚炒炒Ⅲ由渕22Ⅲ剰奪     蒸厖1湘掛不ヽ

「「
7 FJ y.‐り:、ャ.4ミ

=|■
1‐1‐ 111‐ギ|,単‐1.1‐1.イ

ー
r‐,I薫 ∫t

閻診麒1不 1隋〔賦
話ヽ麒言鑢 ‐恣卜廂、 霙

「 -1電 ― 躙 辟瑕蒸曇ゞ

ミ妻:儘轍 i臨 ぞyじ  量  ~  ζ   i

よヽ憫||デlメ鰈冬裔:h場
:Z:憮郭

‐‐1 嘔捩絋暉靡鼈趙恙::

静鰺 血:影
ミ ・ ｀ ■■S物 酪

―
埒 ミM.物 ´ 護

==ヽ
■ン1轍畿 ″ ゛‖■ヽ 1%" 饉 祠 褥 鶉 趙 鰊 翻 蝠 渕 鰈 陪 鮨 鶉 蠅 鰈 1 7

大船警察署のホームページも御覧 ください。 医船警察署 医ヨゞゝ
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十「診゙ 鬱鰤響畿」
を同時に押す、もしくは

軸 をして警告画面や
警告音を消す。

緊急な事 件事 故 は 110番 、それ 以外 は大船 警察署 まで
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アクティブ交番の交番開設予定表 (令和 6年  4月  )

大 船 警 察 署

日 曜 日
午 前 午 後

交 番 開 設 時 間 交 番 開 設 場 所 交 番 開 設 時 間 交 番 開 設 場 所

1 月
7:30     -     9:30 円覚寺 (駐車場 ) 14:00    -    15:00

15:10    -    16:10
邑長寺 (駐車場)

臥龍庵 (駐車場)

火
円党寺 (駐車場)

建長寺 (駐車場)

14:00    -    16:00 秋龍庵 (駐車場)

3 水
7:30    ～     9:30 臥龍庵 (駐車場) 14:00    -    15:00

15:10    -    16:10
∈長寺 (駐車場 )

臥龍庵 (駐車場)

木
円覚寺 (駐車場 )

建長寺 (駐車場 )

14:00    -    16:00 臥龍庵 (駐車場)

金
7:30    ～    9:30 円覚寺 (駐車場 ) 14:00    -    15:00

15:10    ～    16:10

建長寺 (駐車場)

山崎小学校

6 土

7 日
7:00    ～    9100 臥龍庵 (駐車場 ) 14:00    ^・    16:00 歌龍庵 (駐車場)

月
8:30

9:40
山崎小学校

円覚寺 (駐車場)

14:00    -    16100 臥龍庵 (駐車場)

9 火
7:30     -    9:30 円覚寺 (駐車場) 14:00    -    15:00

15:10    -    16:10
建長寺 (駐車場)

臥龍庵 (駐車場)

水

11 木
8:30

9:40

化鎌倉女子学園中学校高等学校

円覚寺 (SiE車場 )

14:00    -    15:00
15:10    -    16:10

臥龍庵 (駐車場 )

山崎小学校

金
山崎小学校

円覚キ (駐車場)

14:00    -    15:00
15:10    ～    16:10

臥龍庵 (駐車場)

建長寺 (駐車場)

土

日

月
7:30     -     9:30 臥龍庵 (駐車場 )

４

５

建長寺 (駐車場 )

山崎小学校

火
北鎌倉女 子学 園 中学校 高等 学校

円覚寺 (駐車場)

14:00    -    15:00
15:10    -    16:10

臥龍庵 (駐車場)

建長寺 (駐車場)

17 水

木
山崎小学校

円覚寺 (駐車場)

14:00

15:10

臥龍庵 (駐車場 )

北鎌倉女子学園中学校高等学校

金
7:30     -     9:30 臥龍庵 (駐車場 ) 14:00

15:10

山崎小学校

建長寺 (駐車場)

土
7:00    ～     9:00 歌龍庵 (駐車場) 14:00    -    16:00 臥龍庵 (Fj■車場 )

日

月
北鎌倉女子学園中学校高等学校

円覚寺 (駐車場 )

14:00

15:10

5:00

6:10

建長寺 (駐車場

臥龍庵 (駐車場

火
7:30     ～     9:30 歌龍庵 (駐車場) 14:00

15:10

5:00

6:10
建長〒 t騒車場 ,

山崎小学校

水

木
7:30     -     9:30 臥龍庵 (駐車場) 14:00    -    15:00

15:10    -    16:10

1ヒ鎌倉女子学園中学校高等学校

山崎小学校

金
山崎小学校

円覚寺 (駐車場)

14:00    -    15:00
15:10    -    16:10

建長寺 (駐車場)

臥龍庵 (駐車場)

土
7:00     -     9:00 臥龍庵 (駐車場 ) 14:00    -    16:00 臥龍庵 (駐車場 )

日

月
7100     -     9:00 軟龍庵 (駐車場 ) 14:00    -    16100 臥龍庵 (駐車場)

火
7:30

8:40
”

”

北鎌倉女子学園中学校高等学校

円覚寺 (駐車場 )

14:00

15:10

山崎小学校

建長寺 (駐車場 )

備考   事件・事故の発生や気象条件、車両の点検・整備等により変更になる場合がありますので、詳細は下記にお問

い合わせください。

【窓口】 大船警察署地域課 雷話響:丹 0467(46)0110 (4に 表 )
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〈発 行〉

玉縄地区社会福祉協議会

[事務局 玉縄支所内]

鎌倉市岡本 2-16-3
電 話 44-2217
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玉
縄
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
約

九
年
。
今
日
も
ひ
ろ
ば
は
賑
や
か
な
声
が
響

い
て

い
ま
す
。

「
二
縄
に
は
子
づ
れ
で
行
け
る
場
所
が
な

い
」

「
行
け
ば
誰
か
が
居
て
、
お
喋
り
で
き
る
場
所
が

あ
る
と
い
い
わ
ね
」

『
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
た
ま

り
ば
』
は
、
地
域
の
主
婦

四
人
の
こ
ん
な
立
ち

話
が
始
ま
り
で
し
た
。

お
手
本
が
無
く
、
思

い
が
あ

っ
て
も
動
け

な

い
私
逹
の
背
中
を
押
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
は
、

当
日寺
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
と
市
保
健
師

で
し
た
。
場
所
を
転
々
と
し
、
子
ど
も
会
館
の

使
用
許
可
が
で
る
の
に

一
年
か
か
り
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
こ
は
月

一
回
の
借
り
住
ま

い
。　
ク
玉
縄

に
子
育
て
拠
点
が
で
き
る
ま
で
頑
張
ろ
う
ク
を

合
言
葉
に
楽
し
く
活
動
し
て
来
ま
し
た
。

思
い
出
深
い
の
は
小
中
学
生
と
の
交
流
で
す
。

初
め
て
赤
ち
ゃ
ん
に
触
れ
る
子
ど
も
逹
の
真
剣
な

顔
を
、

マ
マ
逹
は
ニ
ヨ
ニ
コ
見
守

っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
離
乳
食
教
室
で
は
、
民
生
委
員

総
出
で
お
守
り
役
に
。
試
食
の
頃
に
は
、
皆
ス
ヤ

ス
ヤ
と
眠

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

平
成

二
十
七
年
に
、
待
望
の
支
援
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ

ン
し
、
当
初
の
目
的
は
逹
戌
で
き
た

の
で

す

が
、
活
発
な

二

・
三
歳
児

に
は
と
て
も
手
狭

で
し
た
。
そ
こ
で
、
遊
び
場

の
少
な

い
キ

ッ
ズ

対
象
に

『子
ど
も
ひ
ろ
ば
玉
縄
』
で
活
動
を
継
続

し
て
来
ま
し
た
。

気
付
け
ば

二
十
二
年
。
コ
ロ
ナ
渦
の
二
年
間
は

集
ま
る
活
動
は
全
て
中
止
。
私
逹
の
で
き
る
支
援

を
模
索
す
る
日
力
で
し
た
。
幸

い
ス
タ

ッ
フ
全
員

地
域
在
住
な
の
で
、
日
常
生
活
で
会
え
ば
声
掛
け

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
の

今
、
繁
が
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
、
集
え
る
こ
と
の

喜
び
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て

い
ま
す
。
市
の
委
託

事
業

『二
縄
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』
と
、
行
政

の
隙
間
を
埋
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

『た
ま
り

ば
』

を
今
後
も
続
け

て

い
き
た

い
と
思

っ
て

い

ま
す
。「た

ま
り
ば
』
を
卒
業
し
た

マ
マ
逹
が
、
今
度

は
支
援
す
る
側
に
な

っ
て
動
き
始
め
て

い
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
輪
が
玉
縄
か
ら
広
が

っ
て

い
る
の

は
、
な
ん
て
素
敲
な
こ
と
で
し
ょ
う
Ｈ

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
た
ま
り
ば
ス
タ
ッ
フ
　
後
藤
　
紀
代
子

意、鰊

ｋ

．一

一．

一

毎月第 2水曜日

10時から 11時 30分

子どもひろばたまなわ
(玉縄小学校敷地内 )

■■|■■,1=i「
==111t

■機関等講念漱ンサーⅢ♪

玉薇小学校沐育館
時
所
奎
着
勘

日

場

対

先

申
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玉縄地区社協だより 2024年 (令不□6年 )4月 1日 発行 (2)

退任にあたり 前玉縄支所長 菅原 良

冒頭より私事で恐縮ではこざいますが、昨年 12月 に60歳の還暦を迎え、令和 6年

3月 末をもつて玉縄支所長を退任いたしました。

令和 4年 10月 1日 の玉縄支所就任以降、 1年半という短い間ではこざいましたが、玉縄地区の自治町内会

連合会、地区社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会の皆様をはじめ、地域の皆様には大変にお世話になり

ましたことを心より御礼申し上げます。

玉縄支所での 1年半、地域コミュニティと地域福祉の推進のためにボランティア精神をもつて熱心に取り

組まれる多くの地域の皆様に接し、その熱意ある活動は尊敬の念に堪えません。

また、2020年以降、コロナ禍で多くの地域活動が制限されていましたが、令和 5年 5月 の 5類への

移行後、地域のお祭りなどの様々な行事が復活し、私自身初めての経験の玉縄まつりが4年ぶりに開催され、

不安の中での開催でしたが、多くの子供たちや家族連れにお越しいただき大成功に終わつたことを実行委員の

皆さんとともに喜べたことは大変うれしく感じた次第です。

一方、本年 1月 ]日 には、能登半島を震源とした大地震と津波の報道に接 し、言葉を失しヽました。一年の

計である元旦に多くの家族団らんの時を襲つた災害は、あまりにも辛く悲 しい大きな衝撃で した。残念

ながら、災害は時を選ばずに発生することを私たちはこれまでに何度も経験してきましたが、元旦の能登半島

地震を目の当たりにし、万一の際に地域で助け合い、支え合うことの重要性を改めて認識した瞬間でもあった

ような気がします。

長年にわたる玉縄地域の皆様の様々な活動は、地域課題の把握と解決、団結力につながり、万一の災害時に

も大きな力を発揮するものと考えます。行政としても、時代の変化も見据え、地域にとつて必要な支援策に

ついて検討を重ね継続することを引き継いでましり ます。

鎌倉市職員としての33年間の最後の時間を過こした玉縄支所は、私にとって忘れられない場所となり

ました。玉縄地域の益々のこ発展と皆様のこ健勝をお祈り申し上げるとともに、これまでお世話になりました

ことを心より御礼申し上げ、退任のあいさつとさせてしヽただきます。ありがとうこざいました。

１
月
２７
日
　
植
木
小
学
校
に
隣
接
す
る

「鎌
倉
清
和
」
３
階
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
「令
和
６
年
新
春
の
つ
ど
い
」
が
４
年
ぶ
り
に
玉
縄
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
に
て
、
松
尾
鎌
倉
市
長

・
兵
藤
鎌
倉
市
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
お
よ
び
鎌
倉
市
職
員
を
来
害
一に
迎
え
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

冒
頭
　
能
登
半
島
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
お
よ
び
そ
の
後
関
連

死
さ
れ
た
方
の
霊
を
悼
み
約
８０
名
の
参
加
者
が
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

主
催
者
代
表
の
挨
拶
と
来
冒
一の
祝
辞
に
続
き
、
浅
井
清
和
会
理
事
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
会
食

・
懇
談
が
始
ま
り
、
そ
の
後
新
規
加
盟
団
体
の

紹
介
、
豪
華
賞
品
も
当
た
る
お
楽
し
み
拍
選
会
な
ど
が
あ
り
盛
会
の

う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
有
志
の
方
々
よ
リ
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
、
ク
ッ
キ
ー
、
ケ
ー
キ
の

提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

趣
向
を
こ
ら
し
た
料
理
、
会
場
の
提
供
な
ど

「鎌
倉
清
相
」
の
職
員

の
皆
さ
ま
に
は
多
大
な
こ
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
開
催
に
あ
た
り
種
々
こ
協
力
く
だ
さ

っ
た
皆
様
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

法
律
相
談

（司

法

書

士

・
花

村

ヨ
Ｅ

卜
■

「
コ
■
ヽ
ヽ

　

ヽ
Ｌ
ロ
ピ
請
路
‘
Ｕ
ゴ
Ｆ
コ

¨
″
ヽ
口
一Ｒ

ア
】
′
　
フ
ア

民

夫
）
第
２

ｏ
４
大
曜
日
　
午
後
１
時
～
４
時

嗜
Ｌ

コ
■
■
ノ
　

ヨ

コ
　

　

　

　

ー
′

一ヽ

日
Ｅ

コ
コ

　

　

］
一　

ム

ζ
　

　

〓
す

　

　

―
‥

年

ｒ
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〔場
所
　
玉
縄
支
所
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

容
４
６
１
４
１
７
７
〕

終
戦
後

の
目
覚
ま
し

い
日
本

の
経
済

復
興
は
、
昭
和
３９
年

（
１
９
６
４
年
）

ア
ジ
ア
で
初
め
て
と
な
る
東
京
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
開
催
と
東
海
道
新
幹
線
や
高
速
道

路
開
通
、
素
晴
ら
し

い
各
競
技
会
場
や

ホ
テ
ル
建
設
な
ど
に
よ
り
、
日
本
人
の
持

つ
勤
勉
さ
や
情
熱
を
全
世
界
の
人

々
に

認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
昭
和
３０
年
代
は
私
達
が
暮
ら
す

玉
縄
地
域
で
も
大
き
く
変
貌
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
県
農
事
試
験
場
の
平
塚

移
転

（
昭
和
３４
年
）
と
そ
の
跡
地

へ
の

県
立

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
開
園

（
昭
和

３７
年
）
、
未
完
成
の
ま
ま
中
断
し
て
い
た

■
ン
キ
ョ

大
船
観
音
の
完
成

（昭
和
３５
年
）
、
山
居

（現
在
の
玉
縄
台
）
の
大
規
模
宅
地
開
発

（昭
和
３５
年
頃
～
）
、
清
泉
女
学
院
と

栄
光
学
園
の
移
転
開
校
と
そ
れ
に
向
け
て

の
観
音
下
か
ら
栄
光
坂
の
切
り
通
し
工
事

（
昭
和
３５
～
４２
年
頃
）
、
そ
の
他
に
も

各
地
で
丘
を
削
り
谷
や
農
地
を
埋
め
立
て

る
宅
地
造
成
が
進
み
ま
し
た
。

県
農
事
試
験
場
と
は
？

現
在

の
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
や
有
料

駐
車
場
、
ま
た
そ
の
周
囲
の
道
路
の
多
く

は
大
正
９
年

（
１
９
２
０
年
）
に
横
浜

か
ら
移
転
し
て
来
た
県
農
事
試
験
場
が

管
理
す
る
敷
地
で
、
柏
尾
川
側
に
正
門
や

事
務
所
や
試
験
研
究
棟
等
が
あ
り
、
そ
れ

以
外
は
ほ
ぼ
広
大
な
田
ん
ぼ
で
し
た
。

稲
や
野
菜
な
ど
の
品
種
改
良
や
、
病
害

虫
に
対
す
る
防
除
試
験
や
調
査
研
究
が

主
な
業
務
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
広
大
な
田
ん
ぼ
の
中
に
、
私
が

今
で
も
思
い
出
す
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
が

あ
り
ま
し
た
。
夜
の
暗
闇
の
中
で
夜
通
し

明
り
が
灯

っ
て
い
た
誘
蛾
灯
で
す
。
中
学

の
教
員
を
し
て
い
た
父
に
連
れ
ら
れ
て

何
回
か
朝
早
く
誘
蛾
灯
を
見
に
行
き
、

油
を
浮
か
べ
た
水
面
か
ら
何
か
を
探
し
て

い
る
父
に
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
蛾
や

昆
虫
の
死
が
い
の
中
に
ウ
ン
カ
の
有
無
を

確
認
し
て
い
る
こ
と
。
昭
和
２９
年
に
県
下

一
円
に
稲

の
葉
枯
病
が
大
発
生
、
そ
の

媒
介
昆
虫
が
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
だ

つ
た

こ
と
。
大
変
な
食
糧
難
だ

っ
た
時
で
も

あ
り
翌
年
か
ら
調
査
を
実
施
、
近
所
に

住
む
父
が
依
頼
さ
れ
手
伝

っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
花
菖
蒲

や
芍
薬

（
シ

ャ
ク

ヤ
ク
）
の
品
種
改
良
が
お
こ
な
わ
れ
、

そ
の
多
く
が
現
在
で
も

「
大
船
系
」
と

し
て
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
来
園
者

の

日
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

近
隣
の
子
ど
も
に
と
つ
て

１
年
中
の
遊
び
場

広
大
な
円
ん
ぼ
で
周
り
を
用
水
路
に

囲
ま
れ
何
筒
所
か
の
石
橋
で
自
由
に
往
来

が
出
来
、
近
隣
の
住
民
の
散
歩
や
子
ど
も

た
ち
の
あ
そ
び
場
で
し
た
ｃ
春

・
夏
は

田
を
耕
す
ま
で
草
花
摘
み
や
メ
ダ
カ
、

カ

エ
ル
獲
り
、
秋

。
冬
は
稲
刈
り
後
に

水
抜
き

し
た
田
ん
ぼ
に
入

っ
て
三
角

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

（竹
バ
ッ
ト
と
布
を
丸
め

た
ボ
ー
ル
を
使

い
素
手

で
遊
ん
だ
）
、

正
月
の
凧
揚
げ
な
ど
広
い
田
ん
ぼ
で
思
い

切
り
遊
び
ま
し
た
ｃ

他
に
も
土
筆
、
セ
リ
、
ノ
ビ
ル
な
ど
を

摘
ん
で
質
素
だ

っ
た
食
卓
に
並
べ
た
り
、

用
水
路
を
せ
き
止
め
フ
ナ
や
ド
ジ
ョ
ウ
を

獲

っ
た
り
、
霞
網

で
ス
ズ
メ
を
捕

っ
て

い
る
人
を
半
日
眺
め
て
い
た
こ
と
な
ど

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

た

だ

残

念

な

こ
と

に
、

建

物

の

老
朽
化
や
試
験
内
容

の
拡
充
で
手
狭
に

な

っ
た

こ
と
、
ま
た
周
辺

の
都
市
化

な
ど
で
用
水
路
の
汚
れ
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
、
昭
和
３４
年
に
平
塚
に
移
転
し
ま

し
た
。

小
林
　
誠
　
記

曇
～

:呼η・7■センタ■フラ呪享セ受祝爵建設前にあづた農事試験場

9 / 10



4R4

■
‐
.1.ヽ

日1縮■ )■1響筆|,11甲
ヽヽ _■ ■ ■ヽ |ヽ 縫 |●:ゞ  ,

玉縄地区社協だより

春
の
暖
か
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
で
は
４
月
は
新
年
度
と

言
わ
れ
る
時
期
で
す
。
新
た
な
生
活
を

始
め
ら
れ
る
方
、
新
た
な
出
会
い
を

さ
れ
る
方
、
１
年
の

一
つ
の
節
目
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
方
な
ど
様
々

で
す
よ
ね
。

暖
か

い
季
節
と
な
り
外

に
出

て

み
よ
う
か
な
、
友
人
と
会
っ
て
み
よ
う

か
な
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
は
日
頃

こ
友
人
と
の
交
流
、
地
域
の
集
讀
り
や

イ
ベ
ン
ト

ヘ
の
参
加
、
所
属
さ
れ
て

い
る
活
動

や
趣
味
活
動

へ
の
参
加

な
ど
、
人
と
交
流
を
図
る
機
会
は
あ
り

ま
す
か
？

私
た
ち
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
地
域
づ
く
り
も
役
割
の

一
つ
と

し
て
担
っ
て
お
り
ま
す
。
玉
縄
地
域
の

皆
さ
ま
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た

地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

健
康
増
進

や
介
護

予
防
、
新

た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
社
会
資
源
の

創
出
な
ど
地
域
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に

考
え
、
取
り
組
ん

で
い
き

た

い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
も
様
々
な
活
動
団
体
や
地
域

の
サ
ロ
ン
、
自
治

・
町
内
会
、
管
理

組
合
等
か
ら
お
声
掛
け
を
い
た
だ
き
、

実
際
に
出
向
い
て
福
祉
講
座
や
体
操
、

認
知
症
予
防
の
活
動
な
ど
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
包
括
職
員
か
ら
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
や
、
こ
要
望
に
応
じ
て

各
分
野
の
専
門
家
を
お
呼
び
し
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

認
知
症
に
つ
い
て

高
齢
者
向
け
施
設
の
選
び
方

お
薬
の
話

栄
養
の
話
　
　
　
　
　
な
ど

少
し
で
も
興
味
を
持
ち
、
何
か
知
識

を
持
ち
帰

っ
て
い
た
だ
く

こ
と

で

こ
自
身
の
健
康
増
進
や
介
護
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
自
身
が
参
加
さ
れ

て
い
る
団
体
や
所
属
さ
れ
て
い
る
活

動
で

ク
こ
ん
な
話
を
聞
い
て
み
た
い
ク

ク
こ
ん

な

こ
と

に
興
味

が

あ

る

の

だ
け
れ
ど
″
と
い
う
こ
と
が
こ
ざ
い
ま

し
た
ら
、
是
非

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

さ
さ
り
ん
ど
う
鎌
倉

【Ｔ
Ｅ
Ｌ
】

〔∪
４
八
〇
７
′
１
４
のこ
―
（０
７
人
∪
のこ

（平
曰

９

時
～
１８
時
）

ま
で
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

今
年
度
も
玉
縄
地
域
の
皆
さ
ま
と

共
に

一
緒
に
考
え
、
取
り
組
む
こ
と
の

で
き
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

目
指
し
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

さ
さ
り
ん
ど
う
鎌
倉保

健
師
　
片
山
莉
佐

巫
凩

讚

轟 ‐ヽ|ゞ ■ ヾ

一
編
鍵
後
繭

》
一
で
‐潰

憬
ケ
一ま
し
よ
一テ
∝

（編

集

長
）

（編
集
委
員
〉

深
見
　
正
美

石
井
　
英
明

泉
　
　
久
枝

園
谷
　
　
光

小
川
サ
ヨ
子

久
能
　
茂
子

小
林
　
　
誠

水
巻
　
保
子

山
北
　
和
之

みらいふる鎌倉玉縄地区主催の消費生活出前講座が昨年 11月 13日 (月 )

玉縄支所で開催されました。

講師の鎌倉市消費生活センター相談員 尾嶋由紀子さんより、日常生活

の中で私たちが巻き込まれている消費 トラブルの内容とその対応方法、

そして万―の場合の相談窓□など、具体的事例を紹介 しながら分かり易く説明いただきました。

消費生活センターなどの相談窓口には、一向に減らない特殊詐欺 (キ ャッシュカー ド被害、オ レオレ詐欺

など)・ 訪問販売 点検商法と訪問購入 (買 しヽ取り)・ ネット通販 電話勧誘 ・架空請求・偽のセキュリティー

警告など多くの トラブルの苦情相談が寄せられ、その全体の4害」が65歳以上とのことです。

被害を防ぐには日頃から家族との電話連絡などを密にし、訪間業者や突然の電議などに不信感を持つた時には、

即断員「決しないで家族に連絡することが大切とのこと。“私は大丈夫は絶対ダメ"だそうです。

最後の質疑応答の時間には、多くの参加者から実際の被害にあつた事例や撃退した事例など体験談の発表があり

ました。

講師より

ました。

「困つたときはすぐ消費者センターヘ相談して、決して一人で悩まなしヽで欲しい」との強い訴えがあり

契約 トラブル等で困つたときは

消費者ホットライン'

樽豊暑ホットライン188と .は

'   
驚費生活セーンタ‐とは?

最寄りの消費生活聴ンター等に   飛費壼鸞に融する釣容の相談窓酪

つながる全鸞共毯の電話彗場です。  です。無料で鑢談できます。

自宅の肇β鶯犠号を入力すると、   相談は電話ゃ蒸所で受け付けています。

地域 の,ヽ 費驚恐七 ンター等に    X地 域によるため、詳細は確認して

つながります。                ください。
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ykiyo
四角形

ykiyo
四角形

ykiyo
四角形

ykiyo
タイプライタ
自治会トップへ戻る

ykiyo
タイプライタ
回覧トップへ戻る

http://tamanawadai.sakura.ne.jp/index.html
http://tamanawadai.sakura.ne.jp/kairan/kairan.html

